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病院の理念

職員が働きたい、働いてよかった、

患者さんがかかりたい、かかってよかった

地域が在って欲しい、在るので安心

といえる医療をおこなう。

インフルエンザ特集

地域の皆さまと共に
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地
域
の
皆
様
へ
　

病
院
長
　
飯
田
修
平

医
療
の
再
生
へ
の
道

Ⅰ
　
制
度
の
矛
盾
は
限
界
を

　
　
　
　
　
　
　
超
え
て
い
る

Ⅱ
　
医
療
再
生
の
方
策

一
年
た
た
な
い
う
ち
に
内
閣
総
理
大
臣

が
“
ゲ
ー
ム
”
を
投
げ
だ
し
ま
し
た
。
せ

め
て
、
ゲ
ー
ム
を
作
っ
て
か
ら
リ
リ
ー
フ

に
託
し
て
い
た
だ
き
た
か
っ
た
と
思
い
ま

す
。
経
済
・
財
政
・
資
源
確
保
・
医
療
等

難
題
が
山
積
し
て
い
ま
す
。

か
つ
て
は
、
医
療
は
社
会
経
済
の
動
向

に
左
右
さ
れ
に
く
い
分
野
で
し
た
が
、
い

ま
や
、
直
接
、
し
か
も
重
層
的
に
の
し
か

か
っ
て
い
ま
す
。
医
療
制
度
の
矛
盾
を
医

療
従
事
者
の
使
命
感
、
誇
り
と
努
力
で
支

え
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
医
療
機
関
の

経
営
お
よ
び
医
療
従
事
者
の
負
担
が
限
界

を
超
え
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
矛
盾
が
一
斉
に
表
面
化
し
、

世
論
も
や
っ
と
、
方
向
修
正
し
な
け
れ
ば

医
療
が
崩
壊
す
る
と
理
解
し
つ
つ
あ
る
よ

う
で
す
。
し
か
し
、
小
手
先
の
対
応
で
は

な
く
、
根
本
的
な
対
策
が
必
要
で
す
。
た

と
え
ば
、
医
師
不
足
に
対
し
て
、
定
員
増

加
が
決
ま
り
ま
し
た
が
、
即
効
性
は
あ
り

ま
せ
ん
。
教
育
研
修
に
十
年
は
か
か
り
ま

す
。
今
、
ど
う
す
る
か
が
問
題
な
の
で
す
。

国
民
や
患
者
の
過
度
の
要
求
と
、
医
療
従

事
者
に
対
す
る
人
権
無
視
と
も
い
え
る
扱

い
は
基
本
的
に
変
わ
っ
て
い
ま
せ
ん
。

医
療
再
生
の
第
一
歩
は
、
医
療
従
事
者

の
人
権
を
尊
重
す
る
こ
と
で
す
。
誇
り
を

持
っ
て
医
療
に
従
事
で
き
る
体
制
を
作
る

こ
と
で
す
。

第
二
に
は
、
医
療
機
関
が
健
全
に
経
営

で
き
る
制
度
に
す
る
こ
と
で
す
。
質
の
高

い
医
療
に
は
そ
れ
相
応
の
費
用
が
か
か
る

こ
と
を
認
識
す
る
こ
と
で
す
。

当
た
り
前
の
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

質
の
高
い
医
療
を
効
率
よ
く
運
営
し
、

再
生
産
す
る
こ
と
が
困
難
で
す
。

そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
医
療
費
は
削
減

さ
れ
て
い
ま
す
。
病
院
が
ば
た
ば
た
と
閉

院
あ
る
い
は
経
営
主
体
が
変
わ
っ
て
い
ま

す
。

Ⅲ
　
国
民
・
患
者
さ
ん
に

　
　
　
　
　
皺
寄
せ
が
き
て
い
ま
す

福
島
県
立
大
野
病
院
事
件
は
加
藤
医
師

の
無
罪
判
決
が
確
定
し
ま
し
た
。
結
果
に

関
し
て
は
、“
ほ
っ
と
”
し
ま
し
た
が
、安

心
は
で
き
ま
せ
ん
。危
惧
す
る
の
は
、通
常

の
医
療
行
為
を
行
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

結
果
が
悪
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
刑
事
訴

追
を
受
け
た
と
い
う
事
実
で
す
。
こ
れ
で

は
、元
来
リ
ス
ク
の
あ
る
医
療
行
為
を
、安

心
し
て
行
う
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
リ
ス

ク
の
あ
る
診
療
科
、
リ
ス
ク
の
あ
る
医
療

行
為
、
リ
ス
ク
の
あ
る
患
者
を
敬
遠
す
る

の
を
責
め
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

病
院
が
困
る
だ
け
で
な
く
、
地
域
の
皆

様
、患
者
さ
ん
に
、良
い
医
療
を
提
供
で
き

な
く
な
っ
て
い
る
の
で
す
。

Ⅳ
　
近
況

　
七
月
、
全
日
本
病
院
協
会
役
員
と
し

て
、
舛
添
厚
生
労
働
大
臣
に
面
談
し
、
終

末
期
医
療
、
医
療
に
関
し
て
懇
談
し
ま
し

た
。
医
療
の
問
題
は
良
く
理
解
し
て
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
が
、
施
策
に
反
映
さ

れ
る
の
は
な
か
な
か
大
変
の
よ
う
で
す
。

練
馬
区
内
中
学
生
の
見
学
、
医
学
部
学

生
を
は
じ
め
と
す
る
医
療
専
門
職
の
実
習

を
受
入
れ
ま
し
た
。

家
庭
に
入
っ
た
な
ど
で
実
務
か
ら
離
れ

て
い
た
看
護
師
の
復
帰
を
支
援
す
る
た
め

に
、
東
京
都
看
護
協
会
に
協
力
し
て
、
九

月
の
一
週
間
、「
地
域
就
業
支
援
研
修
」
実

習
病
院
と
し
て
、
実
習
生
を
受
入
れ
ま
し

た
。九
月
九
日
、
救
急
の
日
に
、
東
京
消
防

庁
救
急
部
長
お
よ
び
寺
西
練
馬
消
防
署
長

様
か
ら
、
飯
田
と
外
科
栗
原
医
師
が
感
謝

状
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

後
期
職
員
研
修
が
始
ま
り
ま
し
た
。

「
発
展
の
芽
を
育
て
る
」
を
統
一
主
題
と

し
て
職
種
横
断
的
に
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を

行
い
ま
す
。

　
敬
老
の
日
を
記
念
し
て
、
九
月
一
六

日
、
練
馬
公
民
館
で
「
眼
の
病
気
」
に
関

す
る
講
演
会
と
健
康
相
談
を
行
い
、
多
く

の
区
民
の
参
加
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

地
域
・
区
民
の
皆
様
の
絶
大
な
る
ご
支
援

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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練
馬
総
合
病
院
で
は
、
敬
老
の
日

に
ち
な
み
、
眼
の
病
気
に
焦
点
を
あ

て
予
防
や
治
療
に
つ
い
て
、
下
記
の

通
り
、
講
演
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

敬
老
の
日

     
講
演
会
報
告

主　催：財団法人東京都医療保健協会　練馬総合病院

後　援：練馬区

日　時：平成２０年９月１６日（火）　午後２時～４時１５分

会　場：練馬公民館

開　場：午後１時３０分～

プログラム
挨　拶　林　芳男　　　練馬総合病院理事長　

挨　拶　飯田修平　　　練馬総合病院院長　　　　

挨　拶　榎本博夫氏　　練馬区健康福祉本部長

挨　拶　國田正矩氏　　練馬区医師会会長

講　演　

Ⅰ　部　「眼の病気の予防と治療について」
①　臨床工学技士の立場から　奥田　成　　練馬総合病院　ＭＥ室　　

②　看護師の立場から　　　　加藤　晶子　練馬総合病院　病棟主任　

③　医師の立場から　　　　　村上　聡子　練馬総合病院　眼科医師　

 Ⅱ　部　パネルディスカッション　「眼の病気の予防と治療について」
司　  　会　飯田  修平　 練馬総合病院　院長　　

パネリスト　村上　聡子　 練馬総合病院　眼科医師

                      加藤  晶子　 練馬総合病院　病棟主任

                      奥田　 成　　練馬総合病院　臨床工学技士（ＭＥ）
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会
場
ロ
ビ
ー
で
は
・
・
・

　
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
無
料
配
布
や
て
当
院

専
門
職
員
に
よ
る
各
種
相
談

（
服
薬

・

医
療
福
祉

・
栄
養
）
と
無
料
血
糖
相
談

を
行
な
い
ま
し
た
。

　
多
く
の
方
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　　

救
急
の
日表
彰

　
九
月
九
日
練
馬
総
合
病
院
は
消
防
署
か
ら
救
急

活
動
貢
献
に
対
し
飯
田
院
長
と
外
科
栗
原
医
師
が

表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
地
域
医
療
・
救
急
医
療
に
貢
献
す
る

た
め
に
努
力
し
て
い
き
ま
す
。

血糖測定風景

講演会風景
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「外来患者さんアンケート」集計結果「外来患者さんアンケート」集計結果

　7月8日と24日の2日間、 外来患者さんを対象に 『外来アンケート』 を実施いたしました。
多数の方々 にご協力をいただき、 ありがとうございました。 アンケート集計結果の一部を報告
いたします。
　当院では、 アンケートやご意見箱などで皆様のご意見をお伺いし、 医療の質向上の努力を
行い、 安心してかかれる病院づくりを目指しています。
 改善要望に対しては直ちに対応できることは実施しています。

Q3.練馬総合病院を利用された理由は？Q2.何かを受診されますか？

Q１.どのような交通機関で来院されましたか？
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Q4.職員の対応は？
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講義風景

　

練馬総合病院　糖尿病センター
03-5988-2200　

　当院では毎月第４水曜日に糖尿病教室を開催してお
ります。
医師と糖尿病療養指導士＊の認定をもつ専門職種が糖尿病について
分かりやすく説明、指導いたします。糖尿病の患者さんやそのご家
族の方、糖尿病について関心がある方ならどなたでも受講できます。
　尚、２００８年８月より、月に１回の開催となりプログラムを大

幅に改訂し、講義内容を充実させました。
（講義内容は別紙をご参照下さい）

毎月第４水曜日　場所：地下1階　講義室

● 受講を希望される方は、当院1階　検査科へお申し込みください。

　　 お電話でも受付しております。

　 入院中の患者さんは病棟の看護師にお申し出ください。

講義時間

第１講義　１４：００～１４：４０

第２講義　１４：４５～１５：３０

＊日本糖尿病療養指導士（CDEJ）とは
　糖尿病とその療養指導全般に関する正しい知識を有し、医師の指示の下で
患者に熟練した療養指導を行うことのできる医療従事者（看護師・管理栄養
士・薬剤師・臨床検査技師・理学療法士）に対し、日本糖尿病療養指導士認
定機構が与える資格です。糖尿病とその療養指導に関する幅広い専門知識を
持ち、患者さんの生活を理解し、適切な自己管理が行えるよう援助する役割
を持ちます。

糖尿病教室のご案内
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糖尿病患者さんの虫歯と歯周病予防について○オーラルケア

糖尿病患者さんに処方される薬の作用、注意事項、
食事との関係について

●薬物療法
7月22日

感染症にかかった時の注意事項○糖尿病と感染症

検査結果の見方について●糖尿病の検査
6月24日

糖尿病と肥満の関係。治療を成功させるアドバイス○肥満と糖尿病

糖尿病が患者さんが注意するべき足のケアについて。
足壊疽の予防について

●足のケア（フットケア）
5月27日

糖尿病予備軍のゆくえ。糖尿病の予防について○糖尿病予備軍

運動療法の考え方、注意点について●運動療法について
4月22日

上手な外食の取り方や外食の楽しみ方について○食事療法のコツ②外食

食品交換表に基づいた食事療法の考え方●食事療法について
3月25日

糖尿病による動脈硬化が引き起こす脳梗塞や心筋梗
塞を予防するには

○糖尿病と動脈硬化
（脳梗塞・心筋梗塞）

糖尿病の概要、糖尿病による合併症について●糖尿病とは

2月25日

低血糖はなぜ起きるのか？日常生活での注意事項や
対処方法について

○低血糖

糖尿病患者さんに処方される薬の作用、注意事項、
食事との関係について

●薬物療法
1月28日

糖尿病で高血圧が問題になる理由や治療について○糖尿病と高血圧

糖尿病が患者さんが注意するべき足のケアについて。
足壊疽の予防について

●足のケア（フットケア）
12月24日

糖尿病の患者さんが風邪などの病気になった時の対
応の仕方について

○シックディ・ルール

検査結果の見方について●糖尿病の検査
11月26日

糖尿病による腎障害について○糖尿病による腎臓の病気

運動療法の考え方、注意点について●運動療法
10月22日

目の合併症について○糖尿病による失明・網膜症

食品交換表に基づいた食事療法の考え方●食事療法
9月24日

神経障害が悪化するとどうなってしまう？○糖尿病による神経障害

糖尿病の概要、糖尿病による合併症について●糖尿病とは
8月27日

講義詳細講義内容開催日

講義予定　　　（２００８年８月～２００９年７月）
●は年に２回講義を行います。○は年に１回講義を行います。

内容は予告なく変更する場合がございますので、あらかじめご了承下さい
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イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
話

内
科
　
　         

豊
田
医
師

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
は
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ

イ
ル
ス
の
感
染
に
よ
っ
て
起
こ
る
病
気
で
、
主

と
し
て
冬
に
流
行
が
み
ら
れ
ま
す
。
　
通
常

の
か
ぜ
も
ウ
イ
ル
ス
感
染
の
一
種
で
す
が
、

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
症
状
や
感
染
力
が
強
い
た

め
、
通
常
の
か
ぜ
と
は
区
別
さ
れ
ま
す
。
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
、
急
激
な
高
熱
（
三
十
八
～

四
〇
℃
）
、
関
節
痛
、
筋
肉
痛
、
倦
怠
感

な
ど
の
全
身
の
症
状
が
強
く
出
る
と
い
う
特

徴
が
あ
り
ま
す
。

一
方
、
通
常
の
か
ぜ
は
、
発
熱
は
軽
度

で
、
鼻
汁
、
咽
頭
痛
、
咳
な
ど
が
み
ら
れ

ま
す
が
、
全
身
の
強
い
症
状
は
あ
ま
り
あ
り

ま
せ
ん
。
　

通
常
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
、
健
康
な
人
な

ら
、
５
日
間
前
後
で
自
然
に
解
熱
し
、
治
癒

し
ま
す
。
　
タ
ミ
フ
ル
と
い
う
薬
は
、
発
症
後

四
十
八
時
間
以
内
に
開
始
す
れ
ば
有
効
で
、

解
熱
ま
で
の
期
間
を
お
よ
そ
一
日
短
縮
し
ま

す
。
　

高
齢
者
や
乳
幼
児
は
、

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

に
か
か
る
と
、

肺
炎
や
脳
症
な
ど
を
合
併

し
て
重
症
化
す
る
こ
と
も
あ
り
、

注
意
が

必
要
で
す
。

　
　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策

　
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
と
し
て
は
、
ま
ず

ワ
ク
チ
ン
接
種
が
最
も
重
要
で
す
が
、
他
に

マ
ス
ク
、
手
洗
い
な
ど
も
あ
る
程
度
有
効
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
最
近
は

「
咳
エ
チ
ケ
ッ
ト
」
と
い
う
こ

と
ば
が
広
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
、

①
咳
や
く
し
ゃ
み
の
あ
る
と
き
は
マ
ス

ク
を
す
る

②

咳

や

く
し
ゃ
み

が
で
る
と
き

は

テ
ィ
ッ
シ
ュ
や
ハ
ン
カ
チ
で
口
と
鼻
を
お
お

う
③

口

や
鼻

を

お
お

う

の
に
使

っ
た

テ
ィ
ッ
シ
ュ
は
ゴ
ミ
箱
に
捨
て
て
他
の
人
が

触
れ
な
い
よ
う
に
す
る
。

と
い
っ
た
こ
と
で
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
な
ど
の

感
染
予
防
に
大
変
重
要
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

 

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
は
頻
繁
に
変
異

を
起
こ
し
て
新
し
い
ウ
イ
ル
ス
に
な
り
ま
す

が
、
新
し
い
ウ
イ
ル
ス
に
対
し
て
人
間
は
抵
抗

力
を
持
っ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、

数
十
年
に

一
度
の
頻
度
で
世
界
的
な
大
流
行

（
パ
ン
デ

ミ
ッ
ク
）
が
み
ら
れ
ま
す
。
　

　そ
の
う
ち
で
は
ス
ペ
イ
ン
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が

最
も
被
害
が
大
き
く
、
わ
が
国
で
も
約
二

千
三
百
万
人
が
罹
患
し
、
約
三
十
九
万
人

の
死
者
が
出
た
と
記
録
さ
れ
て
い
ま
す
。
　

後
の
ニ
者
は
比
較
的
軽
症
で
被
害
は
少
な

か
っ
た
よ
う
で
す
。
　

　
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
今
後

現
時
点
で
は
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル

ス
の
流
行
は
認
め
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
こ
の

数
年
間
話
題
に
な
っ
て
い
る
Ｈ
５
Ｎ
１
型
ウ
イ

ル
ス
（
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
）
が
変
異
し
て
人
か

ら
人
へ
の
感
染
力
を
持
つ
よ
う
に
な
る
と
新

型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
し
て
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
を
起

こ
す
か
も
し
れ
な
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
　

国
や
自
治
体
、
各
病
院
は
新
型
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
に
対
す
る
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
が
、

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
流
行
時
に
は
、
各
人

一
人
一
人
が
咳
エ
チ
ケ
ッ
ト
を
守
り
、
不
必

要
に
大
勢
の
人
が
い
る
と
こ
ろ
に
出
か
け
な
い

よ
う
に
す
る
こ
と
な
ど
も
大
切
で
す
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
は...

20世紀以降では、

スペインインフルエンザ　（1918－19年）

アジアインフルエンザ　　（1957－58年）

香港インフルエンザ　　　（1968－69年）

3回のパンデミックが記録されています。
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～インフルエンザ

　　治療薬について～

今
年
も
ま
た
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
流
行
す
る

時
期
が
近
づ
い
て
き
ま
し
た
。
今
回
の
話
は
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
と
治
療
で
す
。

１
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
か
か
ら
な
い
た
め
に
は
、

ど
う
し
た
ら
よ
い
で
し
ょ
う
か
？

（
１
）
予
防
接
種
を
受
け
る

（
２
）
帰
宅
時
に
必
ず
手
洗
い
、
う
が
い
を
す

る
手
洗
い
・
う
が
い
は
喉
や
手
指
な
ど
身
体
に

付
い
た
ウ
イ
ル
ス
を
除
去
す
る
た
め
の
有
効
な

方
法
で
す
。

そ
の
他
、
湿
度
を
保
つ
、
十
分
な
休
養
と

栄
養
を
と
る
、

人
ご
み
や
繁
華
街
へ
の
外
出

を
控
え
る
、
外
出
時
の
マ
ス
ク
の
着
用
な
ど
も

予
防
効
果
が
あ
り
ま
す
。
　

２
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
に
つ
い
て

Ｑ
１.

　
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
が
対
象
と
な

る
人
は
？

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
を
希
望
す
る

方
、
全
て
の
人
が
対
象
で
す
。
特
に
高
齢
者

（
６
５
歳
以
上
の
方
）
は
合
併
症
の
危
険
性
が

高
い
の
で
、
接
種
す
る
事
が
望
ま
し
い
と
さ
れ

て
い
ま
す
。

妊
娠
し
て
い
る
方
や
授
乳
中
の
方
で
も

接
種
す
る
事
が
可
能
で
す
。
た
だ
し
接
種

を
避
け
た
方
が
良
い
と
さ
れ
て
い
る
時
期
も

あ
り
ま
す
の
で
、

医
師
に
相
談
し
て
下
さ

い
。イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
は
卵
由
来
で
す

か
ら
、

卵
ア
レ
ル
ギ
ー
の
あ
る
お
子
さ
ん

は
、
ア
レ
ル
ギ
ー
の
程
度
に
よ
り
接
種
で
き

な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
必
ず
医
師
に
相

談
し
ま
し
ょ
う
。

　
Ｑ
２
　
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
の
予
防
効
果

　
は
ど
の
く
ら
い
あ
る
で
し
ょ
う
か
？

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
に
よ

り
、
重
篤
な
合
併
症
や
死
亡
を
予
防
し
、

健
康
被
害
を
最
小
限
に
留
め
る
事
が
知
ら

れ
て
い
ま
す
。
６
５
歳
以
上
の
健
康
な
高

齢
者
に
つ
い
て
は
、
約
４
５
％
の
発
病
を
阻

止
し
て
、

約
８
０
％
の
死
亡
を
阻
止
す
る

効
果
が
あ
っ
た
と
い
う
報
告
が
あ
り
ま
す
。

小
児
で
は
、
１
歳
～
６
歳
未
満
の
幼
児
で

は
発
病
を
阻
止
す
る
効
果
は
約
２
０
～
３

０
％
で
す
。

　
Ｑ
３
　
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
に
望
ま
し

　
い
時
期
は
い
つ
で
し
ょ
う
か
？
毎
年
接
種
し
な

　
け
れ
ば
い
け
な
い
の
で
す
か
？

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
流
行
は
１
月
上
旬
～

３
月
上
旬
が
中
心
で
す
。
ワ
ク
チ
ン
の
効
果

が
現
れ
る
ま
で
に
２
週
間
程
度
か
か
る
の
で

毎
年
１
２
月
中
旬
ま
で
に
ワ
ク
チ
ン
接
種
を

受
け
る
の
が
望
ま
し
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
ワ
ク
チ
ン
の
効
果
持
続
期
間
は
５
ヶ

月
ほ
ど
で
す
か
ら
毎
年
の
接
種
が
必
要
と

な
り
ま
す
。

３
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
治
療
に
使
わ
れ
て
い

る
薬
に
つ
い
て

抗
ウ
イ
ル
ス
薬

　
タ
ミ
フ
ル
　

　
　
　
Ａ
型
、

Ｂ
型
に
効
果
が
あ
り
ま
す

シ
ン
メ
ト
レ
ル

　
　
Ａ
型
の
み
に
効
果
が
あ
り
ま
す

ウ
イ
ル
ス
が
体
内
で
増
え
る
の
を
抑
え
る

薬
で
す
。
ウ
イ
ル
ス
は
発
症
後
、
急
激
に
増

殖
す
る
為
、
発
症
直
後

（
４
８
時
間
以
内
）

に
薬
を
飲
み
始
め
る
事
で
ウ
イ
ル
ス
増
殖
を

抑
え
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
主
な
症
状
を
一

日
以
上
短
く
す
る
効
果
が
期
待
で
き
ま
す
。

ま
た
予
防
的
に
服
用
す
る
事
も
あ
り
ま
す
。

タ
ミ
フ
ル
服
用
後
の
異
常
行
動
に
つ
い
て

タ
ミ
フ
ル
を
服
用
し
た
後
、
異
常
行
動
を

発
現
し
、
転
落
等
の
事
故
を
起
こ
し
た
例
が

報
告
さ
れ
た
た
め
、
原
則
と
し
て
１
０
歳
以

上
の
未
成
年
の
患
者
さ
ん
へ
の
使
用
は
差
し

控
え
る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
現
在
ま
で
に
事
故
と
タ
ミ
フ
ル
の

因
果
関
係
は
明
ら
か
に
は
な
っ
て
い
ま
せ
ん
。

医
師
の
判
断
に
よ
り
服
用
す
る
事
も
あ
り

ま
す
が
、
小
児

・
未
成
年
の
方
が
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
に
か
か
っ
た
時
に
は
薬
剤
の
服
用
の
有

無
に
関
わ
ら
ず
、

周
囲
の
皆
様
は
十
分
見

守
っ
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。

４
解
熱
剤
は
使
用
し
て
よ
い
の
で
し
ょ
う

か
？イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
か
か
る
と
高
熱
が
で
ま

す
。

一
五
歳
未
満
の
お
子
さ
ん
に
解
熱
剤

を
使
う
場
合
に
は
注
意
が
必
要
で
す
。
比

較
的
安
全
な
薬
と
し
て
は
ア
ン
ヒ
バ
坐
剤
や

カ
ロ
ナ
ー
ル
細
粒

・
錠
剤
が
あ
り
ま
す
が
医

師
の
指
示
の
元
で
使
用
し
ま
し
ょ
う
。

５
イ
ン
フ
エ
ン
ザ
と
肺
炎

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
か
か
る
と
、
高
齢
者
で

は
肺
炎
を
起
こ
す
可
能
性
が
高
く
、
予
防

す
る
方
法
と
し
て
、

ニ
ュ
ー
モ
バ
ッ
ク
ス
と
い

う
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
が
あ
り
ま
す
。
海
外
の

デ
ー
タ
で
は
７
５
％
の
方
の
予
防
効
果
が
あ

り
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
と
ニ
ュ
ー
モ

バ
ッ
ク
ス
の
両
方
を
接
種
す
る
こ
と
で
、
よ
り

高
い
肺
炎
効
果
が
期
待
で
き
ま
す
。
ニ
ュ
ー

モ
バ
ッ
ク
ス
は
一
回
の
接
種
で
５
年
以
上
免
疫

が
持
続
し
ま
す
が
、
一
生
に
一
度
し
か
接
種

で
き
ま
せ
ん
。

☆
最
後
に

皆
さ
ん
『
咳
エ
チ
ケ
ッ
ト
』
と
い
う
言
葉
を

ご
存
知
で
し
ょ
う
か
。

・
咳
、
く
し
ゃ
み
の
際
に
は
テ
ィ
ッ
シ
ュ
な
ど

で
口
と
鼻
を
押
さ
え
、
周
り
の
人
か
ら
顔

を
そ
む
け
１
メ
ー
ト
ル
以
上
離
れ
ま
し
ょ
う
。

・
鼻
水
や
痰
の
含
ん
だ
テ
ィ
ッ
シ
ュを
す
ぐ
に

蓋
付
き
の
廃
棄
物
箱
に
捨
て
ら
れ
る
環
境
を

整
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　

・
咳
を
し
て
い
る
人
に
マ
ス
ク
を
促
し
ま
し
ょ

う
。
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インフルエンザの

検査の話

 

 

A型陽性 B型陽性 

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
ィ
ル
ス

 

　
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
は
鼻
腔
や
咽
頭

粘
膜
の
細
胞
に
侵
入
し
、

そ
の
中
で
増
殖

し
、
呼
吸
器
疾
患
を
ひ
き
起
こ
し
、
感
染
者

が
咳
、
く
し
ゃ
み
を
す
る
と
空
気
中
に
ウ
イ

ル
ス
を
放
出
し
、
そ
れ
を
吸
入
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
感
染
し
ま
す
。
し
か
も
伝
染
力
は
か

な
り
強
く
、
ウ
イ
ル
ス
は
、
気
温
、
湿
度
が

下
が
る
と
感
染
率
が
高
く
な
り
、
こ
れ
か
ら

寒
く
な
る
１
２
月
～
３
月
に
か
け
て
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
の
流
行
時
期
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
ィ
ル
ス
と
は
・
・
・

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
は
、
膜
の
表
面
が

２
種
類
の
ト
ゲ
の
よ
う
な
突
起
で
覆
わ
れ
て

い
ま
す
。

　
こ
の
２
種
類
の
突
起
は
、
Ｈ
蛋
白
、
Ｎ
蛋

白
と
略
さ
れ
、
こ
の
突
起
の
組
み
合
わ
せ
か

ら
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
は
、
Ａ
型
、
Ｂ

型
、
Ｃ
型
に
分
類
さ
れ
ま
す
。
な
か
で
も
Ａ

型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
、
Ｈ
、
Ｎ
蛋
白
と
も
複

数
の
種
類
が
あ
り
そ
の
組
み
合
わ
せ
で
さ
ら

に
分
類
さ
れ
ま
す
。

日
本
で
流
行
し
た
香

港
型

（
Ｈ

３
Ｎ
２
）
、

と
ソ
連
型

（
Ｈ
１
Ｎ

１
）
も
Ａ
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
で
し

た
。
　
症
状

　
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
、
か
ぜ
と
よ
く
混
同
さ

れ
ま
す
が
、
か
ぜ
は
、
喉
の
痛
み
、
鼻
水
、

く
し
ゃ
み
、
咳
な
ど
が
中
心
で
、
全
身
症
状

は
あ
ま
り
み
ら
れ
ま
せ
ん
が
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
は
、
寒
気
、
倦
怠
感
、
関
節
痛
、
頭
痛
、

３
９
℃
以
上
の
発
熱
な
ど
の
全
身
症
状
が
強

く
、

喉
の
痛
み
、
鼻
汁
な
ど
の
症
状
も
み

ら
れ
ま
す
。

　
合
併
症
を
併
発
す
る
場
合
が
あ
り
、

乳

幼
児
で
は
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
脳
炎
や
脳
症
、

高
齢
者
で
は
、
肺
炎
、
気
管
支
炎
を
併
発

す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

検
査
方
法

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
の
検
査
法

　
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
を
検
出
す
る
ウ

イ
ル
ス
検
査
と
感
染
者
の
体
内
の
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
特
異
抗
体
を
検
出
す
る
抗
体

検
査
が
あ
り
ま
す
。

ウ
イ
ル
ス
の
検
査

抗
原 

Ｅ
Ｌ
Ｉ
Ｓ
Ａ
法

　
検
体
中
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
ィ
ル
ス
の
抗
原

を
、
そ
の
ま
ま
特
異
的
な
抗
体
で
検
出
検

査
法

Ｐ
Ｃ
Ｒ
法

　
検
体
中
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
ィ
ル
ス
の
遺
伝

子
を
、
数
千
万
倍
に
増
や
し
て
検
出

ウ
ィ
ル
ス
分
離
法

（
ウ
ィ
ル
ス
培
養
法
）

検
体
中
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
ィ
ル
ス
を
鶏
卵

や
細
胞
中
で
増
や
し
、

ウ
ィ
ル
ス
の
性
質
を

確
認
す
る
方
法
で
時
間
が
か
か
り
ま
す
。

抗
体
検
査
法

特
異
抗
体
を
測
定

　
抗
体
は
感
染
一
０
殻
位
置
四
日
後
に
上
昇

る
す
る
た
め
回
復
期
の
血
液
を
採
取
し
て
行

な
い
ま
す
。

　
抗
体
検
査
で
は
過
去
に
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に

か
か
っ
た
こ
と
の
あ
る
人
は
既
に
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
ウ
ィ
ル
ス
に
対
す
る
抗
体
を
持
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
シ
ー
ズ
ン
に
感
染
し
た
と
判
断
す

る
に
は
急
性
期
と
回
復
期
の
抗
体
か
を
比

べ
、
回
復
期
の
抗
体
か
が
上
昇
し
た
場
合
に

陽
性
と
判
定
し
ま
す
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
迅
速
検
査
法

こ
の
検
査
方
法
は
、
鼻
汁
や
咽
頭
ぬ
ぐ
い
液

を
用
い
て
調
べ
る
検
査
で
Ａ
も
Ｂ
も
同
時
に
検

査
可
能
で
、
迅
速
診
断
に
有
効
で
す
。

左
記
の
方
法
は
練
馬
総
合
病
院
で
行
な
っ
て

い
る
検
査
法
で
検
査
時
間
は
一
五
分
で
結
果

が
で
ま
す
。

予
防
法

十
分
な
栄
養
と
休
養
を
と
る
。

人
ご
み
を
避
け
る
。

室
内
の
乾
燥
に
気
を
つ
け
る
。

マ
ス
ク
の
着
用
。

手
洗
い
と
う
が
い
の
励
行
。

ワ
ク
チ
ン
の
接
種

（
特
に
６
５
歳
以
上
の
高

齢
者
）

　
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
ィ
ル
ス
に
よ
る
脳
症
と
解

熱
剤
に
つ
い
て
は
必
ず
医
師
に
相
談
し
て
く
だ

さ
い
。
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イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
原
因
と
な
る
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
は
、
普
通
の
風
邪

の
ウ
イ
ル
ス
よ
り
も
繁
殖
力
や
感
染
力
が

か
な
り
強
力
で
す
。
一
個
の
ウ
イ
ル
ス
が

細
胞
に
感
染
す
る
と
２４
時
間
後
に
は
百
万

個
に
も
増
殖
し
、
感
染
力
が
強
い
の
で
短

時
間
で
大
流
行
し
ま
す
。

　
ま
た
、
症
状
も
急
に
38
℃
以
上
の
高
熱

が
出
る
の
が
特
徴
で
、
筋
肉
や
関
節
の
痛

み
、
下
痢
な
ど
の
全
身
症
状
が
出
ま
す
。

さ
ら
に
抵
抗
力
の
弱
い
高
齢
者
や
乳
幼
児

の
場
合
、
肺
炎
や
脳
炎
な
ど
に
な
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。

　
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
を
風
邪
と
思
い
違
い

し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
お
か
し
い
な
と

思
っ
た
ら
早
め
に
受
診
さ
れ
る
こ
と
を
お

す
す
め
し
ま
す

　
食
事
の
上
で
は
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
生

活
を
心
が
け
、
ウ
イ
ル
ス
を
寄
せ
付
け
な

い
体
力
作
り
が
第
一
で
す
。

　
ま
た
、
体
を
守
る
力
を
高
め
る
と
い
わ

れ
て
い
る
栄
養
素
や
食
材
を
積
極
的
に
摂

る
こ
と
も
大
切
で
す

料理コーナー
●モロヘイヤのナムル風●　　　　　エネルギー５８ｋｃａｌ　塩分１ , ０ｇ

材料／２人分

モロヘイヤ．．．．．．．１５０ｇ　　　　作り方

ねぎ．．．．．．．．．．．．．１０ｇ　　　　　①モロヘイヤは葉を摘み取り沸騰湯でさっと湯で、

いり白ごま．．．．．．．小さじ１／２　　　冷水にとり、水気を絞る。モロヘイヤ、ねぎはそ

ごま油．．．．．．．．．．．小さじ１　　　　　れぞれ粗いみじん切りにする。

しょうゆ．．．．．．．．．小さじ１／２　　②ボールにモロヘイヤを入れ、調味料を加えて良

塩．．．．．．．．．．．．．．．小さじ１／４　　　く混ぜる。ねぎ、ごまを加えてさっとあえる

にんにくのすりおろし．．少量

こしょう．．．．．．．．．．．少量

　
補
い
た
い
栄
養
素
と
お
す
す
め
食
材

ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
．
．
．
．
．
．

　
ウ
イ
ル
ス
に
よ
っ
て
受
け
た
ダ
メ
ー
ジ

か
ら
身
を
守
る

＊
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
、
赤
ピ
ー
マ
ン
、
に
が

　
う
り
、
い
ち
ご
や
キ
ウ
イ
、
柑
橘
類
な

　
ど
の
果
物

ビ
タ
ミ
ン
Ｅ
．
．
．
．
．
．
．

　
体
を
守
る
働
き
を
高
め
て
く
れ
る

＊
西
洋
か
ぼ
ち
ゃ
、
鶏
卵
、
う
な
ぎ
、
た

　
ら
こ
、
ア
ー
モ
ン
ド
な
ど
の
ナ
ッ
ツ
　

　
類
、
ひ
ま
わ
り
や
綿
実
な
ど
の
植
物
油

ビ
タ
ミ
ン
Ｂ
群
．
．
．
．
．

　
Ｂ
群
の
中
で
も
ビ
タ
ミ
ン
Ｂ
６
と
ビ
オ

　
チ
ン
が
不
足
す
る
と
体
の
抵
抗
力
が
下

　
が
る

＊
ビ
タ
ミ
ン
Ｂ
６
：
か
つ
お
、
ま
ぐ
ろ
赤

　
身
、
鮭
、
あ
じ
、
さ
ば
、
牛
レ
バ
ー
、
玄

　
米
＊
ビ
オ
チ
ン
：
レ
バ
ー
（
鶏
・
牛
・
豚
）

カ
ロ
テ
ノ
イ
ド
．
．
．
．
．
．

　
体
内
で
必
要
な
分
だ
け
ビ
タ
ミ
ン
Ａ
に

変
換
さ
れ
、
粘
膜
を
丈
夫
に
す
る

＊
に
ん
じ
ん
、西
洋
か
ぼ
ち
ゃ
、
春
菊
、
あ

健康と食事

風邪予防と食事

　
し
た
ば
、
ほ
う
れ
ん
草
、
モ
ロ
ヘ
イ
ヤ

亜
鉛
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．

　
ウ
イ
ル
ス
と
戦
う
細
胞
を
作
る
の
に
深

く
関
係
す
る
ミ
ネ
ラ
ル
で
、
体
を
守

る
こ
と
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る

＊
牡
蠣
、
牛
肩
ロ
ー
ス
、
豚
レ
バ
ー
、
ラ

　
ム
肩
肉

ア
リ
シ
ン
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．

　
ビ
タ
ミ
ン
Ｂ
１
と
結
び
つ
く
と
、
ビ
タ

　
ミ
ン
Ｂ
１
の
吸
収
を
助
け
、
体
内
へ

　
の
貯
蔵
を
促
す
為
、
疲
れ
に
働
く
力
が

　
持
続
す
る

＊
に
ん
に
く
、
ね
ぎ
、
た
ま
ね
ぎ
、
に
ら

　
ま
た
日
常
生
活
の
基
本
的
な
心
が
け
を

　
守
る
こ
と
が
風
邪
予
防
に
効
果
が
あ
り

　
ま
す
。
ぜ
ひ
実
行
し
て
元
気
に
冬
を
過

　
ご
し
ま
し
ょ
う
。

①
し
っ
か
り
休
養
す
る
（
睡
眠
不
足
・
過

　
労
・
ス
ト
レ
ス
を
た
め
な
い
）

②
外
か
ら
帰
っ
た
ら
手
洗
い
と
、
う
が
い

　
の
徹
底

③
マ
ス
ク
を
す
る

④
こ
ま
め
に
水
分
補
給

⑤
タ
バ
コ
は
控
え
る

⑥
厚
着
を
し
な
い

⑦
暖
房
は
控
え
め
（
１
８
～
２
０
℃
）

⑧
適
度
な
室
内
湿
度
を
保
つ
（
６
０
％
）

⑨
の
ど
・
鼻
を
冷
や
さ
な
い
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職
場
体
験

本
年
も
六
月
に
二
日
間
大
泉
西
中
学
校
の

や
南
が
丘
中
学
校
の
生
徒
さ
ん
が
練
馬
総
合

病
院
で
職
場
体
験
を
受
け
ま
し
た
。

ま
た
、

臨
床
検
査
技
師
を
目
指
し
病
院

実
習
前
の
プ
レ
実
習
に
西
武
学
園
医
学
技
術

専
門
学
校
の
生
徒
も
来
院
し
、

病
院
の
役

割
に
つ
い
て
感
じ
て
貰
え
た
思
い
ま
す
。

体
験
し
た
方
々
が
感
想
を
寄
せ
て
く
れ
ま

し
た
の
で
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

大
泉
西
中
学
校
二
年
生

○
こ
の
職
場
体
験
に
行
っ
て
病
院
に
つ
い
て
分

か
っ
た
事
は
沢
山
あ
る
が
病
院
は
看
護
師

・

医
師
以
外
に
も
沢
山
の
人
た
ち
で
運
営
さ

れ
て
い
る
と
い
う
事
が
分
か
り
ま
し
た
。

職
場
体
験
に
い
け
て
本
当
に
良
か
っ
た
で
す
。

私
の
将
来
の
夢
で
あ
る
職
場
な
の
で
今
回
見

学
・
体
験
さ
せ
て
い
た
だ
き
と
て
も
嬉
し
か
っ

た
で
す
。

○
今
回
の
体
験
で
普
段
見
る
こ
と
が
で
き
な

い
栄
養
科
の
方
や
検
査
科
の
方
の
仕
事
な
ど

今
ま
で
知
ら
な
か
っ
た
こ
と
を
知
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
一
番
印
象
に
残
っ
て
い
る
の
は
看

護
部
で
赤
ち
ゃ
ん
を
抱
か
せ
て
も
ら
っ
た
こ
と

で
す
。
思
っ
て
い
た
よ
り
小
さ
く
て
び
っ
く
り

し
た
け
ど
、
と
て
も
嬉
し
か
っ
た
で
す
。
二

日
間
体
験
さ
せ
て
頂
き
私
は
看
護
師
に
な

り
た
い
な
と
思
い
ま
し
た
。

　 

南
が
丘
中
学
校
二
年

○
医
師
は
患
者
の
病
気
を
治
す
だ
け
で
な

く
、
患
者
の
気
持
ち
も
考
え
、

相
手
に
気

を
使
っ
て
行
動
す
る
こ
と
、
不
安
で
病
院
に

来
て
い
る
患
者
さ
ん
に
対
し
行
動
す
る
と
き

は
静
か
に
行
動
す
る
と
安
心
す
る
こ
と
を
こ

の
体
験
で
学
び
ま
し
た
。

○
こ
の
二
日
間
で
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
学
び
ま

し
た
。
ど
ん
な
職
業
で
も
責
任
を
持
っ
て
行

う
と
い
う
事
で
す
。
こ
の
体
験
で
学
ん
だ
こ

と
を
こ
れ
か
ら
の
日
々
の
学
校
生
活
や
将

来
に
生
か
し
て
生
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

○
職
業
体
験
で
た
く
さ
ん
の
こ
と
を
学
び
ま

し
た
。
薬
剤
か
で
た
く
さ
ん
の
薬
を
見
、
検

査
科
で
い
ろ
い
ろ
な
機
械
を
見
、
看
護
か
で

は
赤
ち
ゃ
ん
を
抱
っ
こ
さ
せ
て
も
ら
い
、
と
て

も
嬉
し
か
っ
た
で
す
。

西
武
学
園
医
学
技
術
専
門
学
校

○
臨
床
検
査
技
師
の
具
体
的
な
仕
事
の
内

容
や
検
査
室
の
皆
様
の
患
者
さ
ん
に
対
す
る

心
構
え
を
聞
き
と
て
も
参
考
に
な
り
、
来

年
の
病
院
実
習
に
向
け
日
々
の
勉
強
を
大

切
に
し
知
識
を
深
め
て
行
き
た
い
と
思
い
ま

し
た
。

○
今
回
の
実
習
を
通
じ
検
査
技
師
の
イ

メ
ー
ジ
が
さ
ら
に
膨
ら
み
ま
し
た
、
同
時
に

勉
強
不
足
を
痛
感
し
ま
し
た
。

　
来
年
の
実
習
に
向
け
知
識
を
身
に
つ
け
て

い
き
た
い
で
す
。

練
馬
総
合
病
院
の
夏
の
風
景

　
練
馬
総
合
病
院
の
屋
上
や
病
棟
階

に
は
緑
を
植
え
て
い
ま
す
。
で
も
、
夏

は
緑
の
成
長
が
早
く
手
入
れ
も
大
変

で
す
。
暑
い
日
に
緑
の
手
入
れ
を
し

て
く
れ
た
職
員
の
姿
で
す
。

ま
た
、

来
年
も
き
れ
い
な
緑
が
見
ら
れ
る
で

し
ょ
う
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お待ちして
　　おります

　広報委員会では、当院に対する皆様からの

ご意見・ご質問など（その他何でも結構です）

お待ちしております。

　院内に設置してあるご意見箱、または

E-mailでお待ちしております。

＊ご意見箱設置場所＊　　各階談話室

　　　　　　　　　　　　　　　　　玄関総合案内

連絡先　 Te l　 03-5988-2200 　　　　　　　　　
　　　　　　　　Fax　　03-5988-2250
　　　　　　　e-mail : info@nerima-hosp.or.jp
　　　　　　　http://www.nerima-hosp.or.jp



当院へのご案内

　交通：電車　■西武池袋線　　　　江古田駅南口　　徒歩７分
　　　　　　　■地下鉄有楽町線　　小竹向原④出口　徒歩15分
　　　　　　　■都営大江戸線　　　新江古田出口　　徒歩８分　　　

〒176-8530　
東京都練馬区旭丘１-２４-1

　Tel．０３－５９８８－２２００

FAX.０３－５９８８－２２５０

練馬総合病院入り口

★診療科目★ 内科／外科／整形外科／皮膚科／泌尿器科／産婦人科／眼科／

小児科／脳外科／リハビリテーション科／放射線科

人間ドック／脳ドック／癌検診
　　　　　　　　　　　健康医学センター／糖尿病センター／創傷ケアセンター／内視鏡センター

★受付時間★ 午前の診療受付　　午前８時～午前１１時

午後の診療受付　　正午～午後４時

★休 診 日★ 土曜日／日曜日／祝祭日／年末年始

急患は年中無休で24時間診療いたします

★２４時間救急受付★ 当直医常時３名体制　

　　　（内科／外科系／産婦人科）

★面会時間★　　　平日　　午後3時～午後8時

　　　　　　　　　土･日･祝日　午前10時～午後8時

　　平日午後7時・休日午後5時30分以降は夜間救急入口になります。

　☆新生児面会時間☆

　平日　　　　午後３時～3時30分　午後5時～午後7時

　土･日･祝日　午前11時から12時　午後３時～3時30分　午後5時～午後7時

　

｢ﾊﾛ-ﾎｽﾋﾟﾀﾙ｣：第69号
平成20年10月1日発行（年4回発行）
発行／編集
財団法人東京都医療保健協会

練馬総合病院　広報委員会




